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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 15.2 ha

平成 23 年度　～ 平成 26 年度 平成 23 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 H22 H26

％ H22 H26

都道府県名 兵庫県 朝来
あさご

市
し

山東
さんとう

柿坪
かきつぼ

地区
ちく

計画期間 交付期間 26

大目標：自然環境や景観に配慮した産業活性化による地域づくりの推進
　目標①：良好なアクセス条件を有する道路整備により、工業団地への企業誘致を促進し、地域の雇用の増加を図る。
　目標②：生活環境基盤整備により、健康で安全・安心して生活できる居住環境の向上を図る。

新工場設置における雇用増加効果を従業員数で表す 20

○朝来市では、地場産業に金属バネの製造を主とした金属加工が指定されているが、金属バネ産業は年々衰退傾向にあったものの、金属加工技術を活かした環境産業（電池産業・鉄道車両産業）への進出が
　活発となってきている。
○また、朝来市では、生野及び和田山工業団地などに誘致企業が立地し、地域内雇用の場として大きな役割を果たしており、高速道路網が整備されるなかで、朝来市の地理的優位性を活かした企業の立地や
　雇用の場の拡大を図り、定住を促進していく必要がある。
○特に、本地区が位置する山東地域（旧山東町）は過疎地域に指定されており、本地区を含む山東地域全体で、遊休土地の有効利用などにより、地域住民の就労の場を確保し、地域の活性化を図ることが急務である。
○本地区は、朝来市の東部（山東地域では中央部）に位置し、周辺には北近畿豊岡自動車道・春日和田山道路の山東インターチェンジも整備されており、高速道路へのアクセスも容易な交通利便性の高い地区である。
○一方で、本地区の周辺には柿坪区をはじめいくつかの集落が位置するが、産業の主体は農業であり、また少子・高齢化の進展もみられ、地域の活力と活気が失われつつある。
○近年、本地区の周辺にある田中区では、新規住宅地の開発による新たな定住人口がみられ、雇用の場を確保することにより、定住を促進することも可能と考えられる。
○そのため本地区では、特徴でもある交通利便性の高い工業団地を整備することにより、企業誘致による雇用の場を確保し、若者などの定住を促進することで地域の活性化を進めることが必要である。

●遊休土地の有効利用による工業団地の整備を進め、地域経済の振興及び雇用の場の確保を進める必要がある。
●工業団地の整備にあたっては、防災に配慮して整備する必要がある。
●交通利便性を向上するための道路整備を進める必要がある。
●地域住民のために安全で快適な歩行空間を確保する必要がある。
●地域住民が健康増進できるような、良好な自然景観を活かした憩いの場を確保する必要がある。

『第1次 朝来市総合計画（朝来市：H19.3）』
■施策目標：既存企業の振興及び新企業の立地と産業創造を促す 　基本施策：新たな企業の立地を促し、雇用を高める　　に位置づけられている。
◆実施計画：平成22～23年度 にも掲載されている。
『過疎地域自立促進計画（朝来市：H17.7　※現在改訂中　H22.12予定）』
■イ．商工業の振興・雇用の創出　　に位置づけられ、「優良企業の誘致に努め、地域住民の就労の場を確保し地域の活性化を図る必要がある。」と記載している。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

80

道路整備率
工場に出入りする大型車両の通行が可能であり、さらに、
歩道が確保でき歩車分離がなされ、車両は快適に通行、歩
行者は安全に歩行できる道路の整備率

安全・安心して生活できるような居住環境の向上を道路の整備率
で表す

34.3 84.0

地域雇用の確保 工業団地内の従業員数



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・

方針に合致する主要な事業
整備方針１：工業団地への良好なアクセス条件を有する道路整備
・主要幹線道路と接続する道路の整備
・歩者分離による道路の走行性と歩行者の安全性を確保した道路の整備

・市道柿坪工業団地線整備事業：（基幹）道路

整備方針２：生活環境の快適性や利便性、安全性の向上を図る生活基盤施設の整備
・健康増進とともに、安全で安心できる憩いの場（公園）の整備
・地域の防災性向上を図る耐久性貯水槽の設置
・工業団地や公園等へと効率的に導く案内板の整備
・歩行者の安全性や防犯に配慮した道路の整備

・市道柿坪工業団地線整備事業：（基幹）道路
・(仮)柿坪工業団地公園整備事業：（基幹）公園
・案内板の整備：（基幹）地域生活基盤施設〔情報板〕
・道路照明灯の設置：（基幹）高質空間形成施設
・防火水槽の設置：（提案）地域創造支援事業

●事業終了後の住民等による継続的なまちづくり活動
　

●交付期間中の計画管理について
　・交付期間中は、行政評価システムを活用し、事業成果や事業の進め方等についての評価を適切に
　　行うよう努める。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 朝来市 直 155m H23 H25 H23 H25 187 187 187 187

公園 朝来市 直 5,000㎡ H23 H23 H23 H23 23 23 23 23

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 朝来市 直 － H25 H26 H25 H26 5 5 5 5

高質空間形成施設 朝来市 直 － H23 H25 H23 H25 10 10 10 10

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 225 225 225 225

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

朝来市 直 2基（40m
3
級） H23 H23 H23 H23 10 10 10 10

朝来市 直 － H26 H26 H26 H26 4 4 4 4

－

－

－

合計 14 14 14 14
合計(A+B) 239

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
朝来市 朝来市 約89,000㎡ ○ H22 H26 105

合計 105

工業団地造成  （仮称）朝来市山東工業団地整備事業

規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

0

まちづくり活
動推進事業

－

－

地域創造
支援事業

防火水槽の設置

事業活用調
査

事業効果分析

－

直／間

－ 0

0

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

うち民負担分

0

事業 事業箇所名 事業主体
細項目

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

－

－ 0

－ 0

交付期間内事業期間

(仮)柿坪工業団地公園 0

うち民負担分
市道柿坪工業団地線 0

規模
（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
細項目

国費率 0.4交付対象事業費 239 交付限度額 95.6



都市再生整備計画の区域
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ち く
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あ さ ご

市
し

） 面積 15.2 ha 区域 朝来市山東町柿坪の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

山東柿坪地区
（15.2ha）



地域雇用の確保 （　人　） 20 （H22年度） → 120 （H26年度）

道路整備率 （　％　） 34.3 （H22年度） → 84.0 （H26年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

　山東柿坪地区（兵庫県朝来市）　整備方針概要図

目標
大目標：自然環境や景観に配慮した産業活性化による地域づくりの推進

　目標①：良好なアクセス条件を有する道路整備により、工業団地への企業誘致を促進し、地域の雇用の増加を図る。

　目標②：生活環境基盤整備により、健康で安全・安心して生活できる居住環境の向上を図る。

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

□提案事業
地域創造支援事業
・防火水槽の設置

■基幹事業
公園：公園整備

■基幹事業
道路：市道整備

■基幹事業
高質空間形成施設
照明施設：道路照明灯

■基幹事業
高質空間形成施設
照明施設：道路照明灯

■基幹事業
地域生活基盤施設
情報板

□提案事業
事業活用調査
事業効果分析

■基幹事業
地域生活基盤施設
情報板




